
内湾・内海に於ける浮游性毛顎類の出現

（1）東京湾及び瀬戸内海中西部海域に於ける出現状況

　　　　　　　　　　村上　彰　男

　　　　　　　　　　（内海区水産研究所）

The　OccuITence　of　planktonic　Chaetogna磁s加the

　　　　　　　　　Bay　and　Inland　Sea　Regions．

（1）On　the　occurring　conditions　in　T6kyδ一Bay’，and　the　central

　　　　　　　and　westem　pα耽s　of　Seto－lnland　Sea．

　　　　　　　　　　　　　Akio　MIUR超Am

目 次

§1　序　論

　　1．　Chaetognathaに就いて

　　2．従来の研究の概観

　　3，指標種としてのChaetognatha

　　4．　本報の目的

§マ2　各海域における出現状況

　　1．　調査方法及び吟味

　　2．東京湾

　　3．海田湾

　　4．笠岡湾

　　5．備後・安芸・伊予灘

§3論
　　1．

　　2。

　　3．

　　4。

議

体長組成より見たる各種類の生態

各海域における出現状況の比較

指標種としての使用

各種類の出現した水温・塩素量範囲

§4　結語及び要約

References

Appendices1～4　　出現一覧表

　　　　　　　§1．序　　論

1．Chaetognathaについて

　Chaetognathaは普通独立の1Phylumとして取扱

われているが，他動物との類縁関係については定説がな

く，特殊なgroup　として孤立している．吸着器官を有

し海藻等を這い廻ることのできるSψθ46Z如属を除いて，

総てのものがHolo－planktonである．純淡水産のもの

は知られていないが，海水・汽水1熱帯・寒帯；浅処・

深処1季節を問わず出現し，数量も多く，plankton　net

の採集物でこれを含まぬものは少ない．特に沿岸海域で

は屡々大発生し，採集物の大部分を占めることが珍らし

くない．且planktonとしては大型に属するから，古く

より人目をひき研究の対象となっていた．但し漁業者の

内匹傍現在でも蚤れを稚魚≧思い誤っているものが少く

柴内海区水産研究所業綾第80号、将擁一　～一

ない。出現が普遍的で特に沿岸海域に大量に現われるこ

、と，体形が大型で柔軟であること等のため小型魚・稚魚

の餌料として重要であり，また種類により環境要因特に

水温・塩素量に対し特有の適応域を有するために，海況

延いては漁況のindicatorとして有用で，水産業にとっ

ては密接な関係を持っている．

　各海域のplankton調査のIistには翻g魏θという

名が現われることが多いが，大部分は種の査定がなく，

あっても十分に信用できぬものがある．これはChaeto－

gnathaの検索が主として口器の数・鰭の位置・泡状組

織の発達状況・生殖器官の形状・位置等によっている

が，それ等が保存sampleでは損傷が多く，また成育

の段階により数量・形態が変化するために，不馴れな内

は査定が困難であることによる．多くの研究者の眼に触

れながら未だにその生理・生態等につき不明の点が多い

のは，routine　work　として接する人は多くとも専門的

にこれを研究する人が極めて少ないためであろう．特に

本邦周辺の出現種については研究者の少ないことが痛感

される．

2．　従来の研究の概観

　1850年以降主としてChaetognathaを対象として現

在まで発表された報文180編（時岡1940a，1954a，etc，）

を標題に従って研究分野別に分類すると，生態・分布に

関するもの99（内特に生活史を扱ったもの8）・発生

29・分類17・形態13・寄生虫6・生理4・綜述その他

12となり，生態・分布に関するものが圧倒的に多い．

出現状況を調査した海域は両極海を含めて総ての海洋に

渉り，且著名なexpeditionの報告には殆んどChaeto－

gnathaのmonographが出されている．然し単なる分

布の報告に止まるものが多いようで，群生態として取扱

ったと思われるものは少数である。その内でPlymouth

沖で数年間にわたり＆召1εg4郷，S。麟o鰯の産卵・成育

状況を精査し，水塊の指標種としての価値を確立した

Russell（1932a，b　l1933a，b）の業績はこの方面の研究
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の先駆として特筆されるべきべあろ弘発生に関するも

のは1910年以前のものが半数を占め1940年代は空白

で最近になって数編みられる。生殖器官の発達，卵分割

等についてはSσ9漉8房力κ郷≠誘σ，S。膨ガθ如，S留4ε1如

oの肋10餌6郷，鳶θω脇g魏β4紹oo等の少数の種類につ

いての報文があるのみで，受精現象については体内で受

精する機溝は明らかにされているが，精子の転送につい

てはGhirardelli（1953a）がεカ．oθ♪加！oが6雌につき

2成熟個体が上下逆に向い会って並びお互いの体に面し

た側の貯精嚢が体を離れて相手の頸部背面に附き，ここ

で破れて出た精子が体に沿って下り貯精管開口部より侵

入することを述べているが他の種類については殆んど知

られていない．体の構造，器官の機能等には特殊なも

のが多く中には機能不明のものもある，特にCorona

ciliata，CoIlaretteは種によって形状，存在部位に明白

な差があり且出現海域の環境と可成明白な対応を有して

いる種があるにも拘らず，それらの機能が十分に解って

いないので，対応の機作が不明で，この点の研究は今後

の重要な課題と思われる，

　分類に関しては古来同名異種・異名同種の混同が烈し

く古い文献の閲読にはこの点を特に注意せねばならぬ

が，時岡（1940a，1952）等によりsynonymの整理が

行われている．現在までにSθ9漉8は約30speciesが

記載されているが本邦近海からは約20種が発見されて

いる．検索表は従来のものはやや実用性に欠ける感があ

ったが小久保清治博士によりThomson（1947）に時岡

隆博士が本邦産種を加えられたものが発表され非常に便

利になったが，なお2，3の形態的に特長をもつもの以

外は既述の如くかなり査定は難しい・今後生態の研究の

進展と相侯って分類の進歩並びにより実用的な検索表が

作られることを期待したい．Iarvalformの査定は今日、

なお大部分のものが不能である．

3．指標種とLてのCkaetognatha

　水系の指標種としてのplanktonは昔から種々のもの

が用いられているが，就中Chaetognathaは重用視さ

れている．一般に生物指標種の価値は水系の調査時の状

態のみならずその根源履歴をも示す点において他の物

理・化学的海況要因と異る価値を有するものと思われる

が，実用的な指標種たりうる条件は出現頻度・数量が大

なること，個体が大きく査定が容易で一般漁民にも簡単

に認識し5るものであること，海況との相関性が強く且

その生態が熟知されていること等であろう・planktonic

Chaetognatha中にはこれらの条件を具備するものが多

い、Russel1（1935，ノ36）は英国海峡入口におけ’る水系流

動の指標種とレてεε」θ9伽3，S。3θピo灘をあげ両者は相

互に排除し前者は海挟西部の水系を，後者は海峡及北海

の水系を指標することを指摘し，北方からの大西洋水が

北海に強く流入するときはθ16gσ郷は西方英国海峡入

口に圧されs¢輩o脇がPlymouth沖に出現しこの海域に

おけるニシンの漁游状況をindicateし得るとした．ま

た6『θ94郷は充分実用的な指標種であるが通常みられ

る如く他の指標生物がこれに加わって出現するなら水

系の指標種としては完壁であると述べている．FraSer

（1937）もScotland近海でεJogσ郷，s認03¢につき同

様のことをのべ他に外洋表層流のindicatorとして

S．s8甥躍048π如≠σを掲げている．Pierce＆Orton（1939），

Pierce（1941）はIrish　Seaでθ16g観3は外・洋性でPort

Erinに多くs403σは沿岸性でLiverpooI湾に多いが

2～3月の高塩分期には前者も湾内に多数出現し秋季に

は後者もPort　Erinに出現し両者は半ヵ月週期で交替

するとし，産卵期についてはθZεg醜sはPort　Erinで

1～5月，sθゴo認は外部海域で第1回4～6月・第2回8

月に盛期をもつことを報じた．RedHeld＆Beale（1940）

はMaine湾における5spp．の分布と出現量を左右す

る海況を論じ，E瞬”h勉α忽卿磁8，＆卿砿吻α，S，加8は

深海流により湾内に運ばれるがここでは産卵をせず多量

に出現するのは湾内に入ってからの寿命が長いためであ

るとし。，εs砂耀04β駕θ招は大西洋表層水からのまぎれ

込みで流入水循康の週期的変動につれ出現量も変動し，

S。吻g観sは唯一の土着種でGeorges　Bank上における

割に安定した渦流の存在により出現は恒常的であるとし

更セこ．Huntsman　（1919）　をこ．より早くカ、らChaetognatha

が海洋学の研究にとって興味あるgroupであることが

指摘されていることを述べている・Pierce（1951，〆53）は

Florida西岸沿いで沖合・沿岸の水平流動のlndicatorと

して用い，3．傭♪」伽は低塩分性で，1＄h漉郷2，＆召吻観θ

と相互に排除し，出現種の分布に周年相違があることは

水平混合がないことを示すものとし，更に北部Carolina

大陸棚海域で3水系を分ちh81醜距は大陸棚水塊を，

b吻欝加齢はFlorida海流と大陸棚上へのその伸展流

を，P≠ε”sσ9鋸σ4塑ooは北大西洋のGulf　streamを

indicateするとしている。「Frasef（1952）はまた1936

～ノ39年及びノ46～ノ50年の採集によりScotland近海

における　Chaetognathaの指標種としての価値を論じ

，生物指標種の利用により①現場の消息を与え・②他の方

法では判定でき澱とき’の指針となり，⑧普通の調査方法

では認められぬような極めて微弱な海流を示し得，④他

の方法では認められぬ程まで稀釈された水の拡散範囲を

示すことができるとした．指標種として利用しうるため

には前述の如く査定が容易であることを必要とするが，

彼はこのために西部欧洲海域に出現する20種につき・顕

微鏡等を必要としない一般外部形態に基いた検索表を掲

げこれの使用に便利なように特徴を修正強調した写真を

紹介した．またIsle　Passageを通る大西洋水の流入径

路を生物指標種法により説明し更に海水中の未知の微量
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化学物質に対する6169砺Sの感受性を生物指標種問題

の重要な要因としてあげ，plankton　indicatorは単に

海況のみならず漁業に影響する複雑な因子を理解する手

段たりうると主張しているのは生物指標種の実用的価値

に論及したものとして注目されよう・

　本邦近海では時岡　（1939a）は瀬戸内海々域で瀬戸内

海水の指標種として5・σ郷詔を，友ケ島水道より流入

する黒潮の指標種として＆膨卿如，＆加4罐をあげ，

門（1954）は瀬戸内海中央部におけるσ郷ssσの出現状

況の季節的変化をのべている。また時岡（1952）は北欧

唯一の沿岸種であるsε診σs4はIndo－Paci負c海域に出

現せずこれに匹適するものは北西太平洋海域における

6翅S％及びその類縁種であるとした・

　以上を通覧するとθ16g伽s，麟o詔は指標種として用

いられた歴史も古くその生活史もかなり判明していて実

用価値にも優れていると思われるが，他の種類について

は未だしの感が深い・特に本邦近海では出現種について

の生態的な資料に乏しく，また北欧で重要視されている

8Z6gθ郷が北部で出現しながらこの方面の研究は余り行

われていないよ5である．

4．本報の目的

　筆者は1947年以来東京湾・広島県海田湾・岡山県笠

岡湾及び瀬戸内海各海域における海洋調査のplankton

採集物中のChaetognathaの出現を調べたが，その状況

は海況因子，就中塩素量と密接な関係を有するように思

われた．特に瀬戸内海においてはσ郷S飾，ε塀α如は有

効な指標種として利用しうると考えられる．1953年以来

各府県水試に依頼してChaetognathaを採集してお

り，これは1955年度まで継続される予定である。また前

述の如く指標種として利用するためにその生態を熟知す

る必要があるので，本邦沿岸各海域に饒産しながら従来

余り生活吏の研究がなされていなかったσ郷脇及び

σ。forma郷∫煮漉6nsJsにっき，1955年より笠岡湾におい

て出現・産卵・生育状況を調査しかつ飼育実験により発

生・1arvaの生育状況を観察中である。本報は（1）と

して東京湾・海田湾・笠岡湾・備衝灘・安芸灘・伊予灘

における出現状況をのべるが，以下（∬）として瀬戸内海

全域の各海域における出現状況，及び指標種としての価

値を，（皿）としてσ錫S詔及び㈱肋飽嬢Sの生活史を

報告する予定である。

§2，　各海域に払ける出現状況

！．　調査方法及び吟味

　1）　採集は東京湾GG32（31目／inch），瀬戸内海GG

40（39目／inch）の舗絹製，口径44cmの定量用net⑪，

及びXX13（129目！inch）縮絹製上部口径21cm北原式

定量用net⑯を用い，それぞれ約1・5m！sec，0，5m！sec

で底より垂直に曳網し・た．濾過水量は曳網距離1m当り

それぞれ0．15，0．035m3に当る．採集直後10％For－

malinにて固定保存し主としてCongo　redの稀薄溶液

で，場合によってはCyanin5Rの稀薄溶液を併用して

染色検鏡した．種の査定は東京湾は時岡（1940a）に他

は前記Thomson＆時岡によった、

　Corona　ciliataの存在部位により各speciesをA，B，C

の3型に分けたが（時岡1940a），C型の内低塩分性L・C

型（S．o翅s脇，S，σ，f，篇勧6伽sfs6孟o。）を設けた＊エ・2．

　2）両種netによる採集物の比較　　採集点・時刻・

曳網距離の等しい両種netの採集物を，笠岡湾ノ52年

9月，153年1，3月のsampleにつき比較する・開口

面積の比は⑪1⑳＝4．3：1，網目の一辺の長さの比は

10：1である．採集個体数の比は各月それぞれ平均0，8，

2．工，1．7で9月以外は⑭の方が約2倍である。採集さ

れた種類については各月共組成が単調で殆んど郷∫忽2・

及びo郷飾に限られるのでnetの差による種の差は

不明瞭．第1図に体長組成を示す．9月の採集個体数

比はst．により大きく変動し9．8～0，06となる，9月

は短小個体が多くかつこの値の大きいst・では⑳採集物

は大型個体を欠き，小さいst．は⑪に小型個体を欠く・

この事は両種netの網目の大さの差からみて当然であ

るが，他の月の個々のst。での比の値は2．0前後に密

集していることから見ると詔g魏σのpopulationが短

小個体のみから成立つときは特に両種netによる採集

物の体長組成障は大きな差が生ずることがわかる，採集

物の体長のmin，は⑳1。5mm⑪2・Ommで，max．に

は差がみられない，体長組成のmodeの差は1～2mm

である．採集尾数の少ない場合にはこの値が平均値より

大巾にずれて体長分布も図とはかなり異る場合が多い。

同種のnet同士で比較したdataがないので断定はで

　＊1時岡（1952）によれば
　1．　B型のCor．cili．の存在部位は特に小型個体にあ

っては変動が多いといわれている。

　2．Indo＿Pac田c海域に個有の20種の内C型に属す
る下記10種は1〉召9」6σ∫o　group　と名付けられこの内

内湾種としてはS，診多伽観α（北海道汽水湖）S濯錫3飾及
びS。σ．f．πα猛碗6郷∫s（本洲・朝鮮・山東半島）S・46漉傭α

（本洲南西岸及九州）S．bθみoガπ，30σ06勉σo，ε≠グoがσσ

（熱帯海域沿岸）が，外洋性種としてはS，769躍8ガ5，

S，π6g彪認β，S。♪θ卿σがある・

　＊2L・C型の磁」∫昭脇はThomson＆時岡の検索
表によれば他のZ〉εgJ8σ諭groupとはCollaretteを有

しない点で最初に区別されるが，郷漉砿の短小個体に

はCollaretteの分布範囲が極めて少ないものがあり両
者の区別はこれの有無のみでは非常に困難である・時岡

（1940a）の検索表の如く卵巣が充分発達した個体にあっ

ては卵径に著しい大小のあることを附け加えるか・それ

以前のstageのものに対して尾部比率が小さいこと若

くは他の特長を加うべぎであると思うがいずれにしても

本種の生態が充分明かにされることが望ましい。
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きないが，51βg♂∫脇の如ぎ大型のplanktonは海中でか

なり不均一分布をしているから，時間的分布の不均一と

相侯ち地域的な分布の差又は生活史等を研究する場合に

採集方法を充分吟味する必要があると考えられる．

　3）total　lengthとbody　Iength　　従来はtotaI

length（第1表附図のL）が主として用いられており，

本報でも東京湾の　sample　に対してはこれを用いたが

保存個体では尾鰭の損傷したものが多いので以後body

length（同附図の」）を用いることとした．両者の差を

1953年3月瀬戸内海中西部のsampleにつき検討する

と第1表の如くなる，即ち1はLより3～7％減とな

りこれは一一般に成体では0．5mm程度に当る。これにつ

れて尾部比率も2～5％減となる．減少率はいずれも小

型個体程大きい。

　4）尾部比率　　尾部比率は成長に伴って減少する

が，種により差があり分類上の一要素とされている・第

2図に笠岡湾のsample中個体数の多かつたS．σ躍ssα，

S・o．f．那∫た漉伽諮及び両者の中間型の各々につき，体

第1表：Totalandbodylengh，％oftailof36g耀σcaughtinthecentral
　　　　and　western　parts　of　Seto　Inland　Sea，March1953．

species

Z　mm，

Lイ　　mm．

ぐひ言）！L男

解　　％

T1胴μ％

σ、f．郷猛漉θπsづs

2，5　　3，1　　4．6　　4，7　　5．6　　8。4　　10，4　　10。8　　11．0　　13．0

0，2　0。2　0，2　0．2　0，4　0．5　　0，5　　0。4　　0．5　　0．4

7　　6　　4　　4　　7　　6 5 4 4 3

32　32　28，30　29　29　27　27　27　27

5　　4　　3　　3　　4　　3 3 2 3 2

σ名8ss6諺

10．8　　12．8　　13．9

0．4　　 0．5　　 0．8

4

29

2

，4

29

3

5

27

4

θπ物招

6，9

0．6

8

17

7
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一361一

長に対する比率の変化域及びその中心線を示

す．測定個体数はそれぞれ290，270，83個体で

ある．graphの傾斜はoπ魏αが最もゆるく未

熟個体が最も急であり，短小個体程体長増加に

伴う尾部の伸長が少ないことがわかる・中間型

の傾斜と変化域がσ錫3詔，郷貌硯．の中間に出る

ことは両者の連続性を裏付けるものと考えられ

る，

　体長による比率変化の巾が大きくかつ種類毎

の変化域が重複し合うから，査定の手段として

用いる際には充分に体長を考慮する必要があ

る．

　2．東京湾

　1）1947年5月～ノ49年9月に農林省水産

試，験場が行った東京湾生産力調査でノ47年5，

9，11，12月，ノ48年3月の各回の採集物による

（水試1947，ノ48）．第3図に採集地点を示す・種

の査定は5月は採集物の一部を，9月は上記4

型別のみを（一部は種の査定も）行った．3月は

st，26までである．11月は浦賀水道における昼

夜観測の際の採集物である．Appendix－1に

出現状況を示す．使用netは⑭，面積は内湾部

（富津一観音崎以北）’1，200km2，水道部及湾外

部（富津一観音崎より城ケ島～洲の崎）450km2

　2）　数量分布　　採集深度内では均一分布し

ていると仮定し海水1m3当りの個体数を出す

とmax．は3月湾央部の91である，周年を

通してみると内湾部（st。1～21）は夏少冬多，

外洋部（st，27～30）は変動少く10程度，水道

部　（st．22～26）は春のみ多く他の季節は大体

一定している．一般に内湾東部が最も多く次い

で水道部に多い．micro－plankton量を示す⑳

plankton　net採集物の排水量と比較すると両

者の数量分布は大体一致した．なお5月はカタ

クチイワシ勘伊鶴廊ゴ砂傭0欝の卵も調査し

たが卵の数量分布は釦g灘σの分布と極めて良

く一致していた．

　3）出現種3gen．16spp。に及ぶ。A型：

Sh郎妙泥翅，S．砂㈱，S佛舜σ如B型：Slb言・

卿o彦伽，S励粥忽，s乃640拡＆餌σh郷・

S，sθγ吻伽績卿醇伽（S・s・観伽伽f・

餌臨403群郷面．を含む）C型：3・紹9解爾s・

S，％¢9∫ε・如，S．轍枷，S，d6σゆ擁s，肋h一

％言伽s幼躍s，K．鎚σ砺σ4，P花郷σ9言伽4π｝oo

L・C型：S．σ郷s錫，＆σ．f．顧肋∫齪s♂sとなる・

各回毎に各型の総数に対する比率をみると，A

は水道以南に限られ大体＜30％でε塀σ如が



多く砂躍は稀，Bも水道以南で　加40∫」，”伽s狛，

6言餌郷捌α，の順に多くsθγ競o，は稀，Cは春夏は水道

以南，秋冬は全域に出る，擁漉耀が最も多いL・Cは

周年全域に出現した．

　4）海況との関係　　数量と透明度とを比較すると概

して内湾部では透明度の大きな海域に出現個体数が多

く，一般に透明度4～7m位の処に多い．く3mの処

では極めて少ない，

　水温・塩素量と出現種の関係は次の如し。

　5月：160¢，18．5％以下の内湾部に郷猜α」．が出る．

これは外洋部ではst。27，28に出現しst．29，30には現

われぬ、2組のst．の塩素量を比較するとく10mでは

前者が1～0．5％低い．1929年4月神戸海洋気象台が

行った東京湾調査（同台1931）の表面及び10m層の

東京湾環流を見ると，水道以南では外洋からの侵入水は

千葉県側を通り神奈川県側はこの侵入水の反流に湾内か

らの流出水が加わっているが，本種の出現状況はこの海

流の状況とよく一致している．即沿岸の低塩分水が流出

して外洋の高塩分水と混合する海域で指標種として有効

であると考えられる，

第2表3Therangesofwatertemperaturesandchlorinitiesinlwhich
　each　species　of　Chaetognatha　occurred　in　T6kyδBay，1947～ノ48・

　　　　　　　　　upper：W．T．。C　lower；CL％

SPP・

sαg露如o翅ssα

S，o．f．％磁伽湘s

S．卿∫勉卿σ

S．彫9180如

3。グ69麗z面π5

S。70ゐ％s諭

S．メ膨10h名π

S，δゆκ郷伽加

S。δ640ガ

S，s6グ名8オσ46銘毎加

S．砂駕

S．hθ芳σ力渉6名ロ

S．¢％f躍α

K猶oh銘∫甜αs％δあ猷s

K．汐σo夢σ∬

P診8〆OSσ9。4πκ0

May1947

13．4－17．0

15．3－18．6

14．6－16，8

17．5－18．5

13．9－18。3

18，7－19，2

14．6－18．7

17．6－19．3

15，2－17．5

18．1－19．2

11，1－16．9

18．5－19．2

12．8－17．5

18．1－19．2

11．0－18．3

19．0－19．2

14．6－18。7

18．9－19．3

12．4－18，7

19。0－19，2

Sept，　！47

21．2＿26．4

15．5一・18．8

16。4＿26，4

18，2－19．0

18．3－26．4

18．8－19．1

22，0＿25，7

18．8＿19，0

11．9＿26．4

18．8－19．1

8．3r15。3

19。0＿19，1

8．1－15．3

19，0－19．1

11，9＿26．4

18．8r19．1

8．1－26，4

18．8r19．1

18．3r20，2

19．Or19，1

8．1r26．4
ユ8．8－19．1

11，9r26。1

18．8、19．1

20，2－26．4

18．8－19，1

Nov。ノ47＊エ

14，6－19．4

18．2－18．7

14．6－17．9

18．2－18，9

16．9－17．2

18．7－18，8

15．9－17．2

18．4－18．9

15．4－17，g

18。2－18．8

15，0－17．6

18，1－18。8

15．0－19．4

18．3－18．8

15，6－19．4

18，5－18．7

16．9－17．2

18．7r18．8

15．1r17．9

18。2－18．9

15，4－17．5

18．2－18．7

15。Or17。4

18．2－18．3

Dec．’47

　10．7－18．8
☆16．2－19，1

11．8－18，8

17，9－19，0

11．6－18．7

17．6－19，1

11．3－15，1

17．8－18．8

12，3－18．8

18．0－19．1

11，6－18．8

18．0－19．1

11。8＿17．0

19，0－19．1

11．6－17．0

18．7－19；1

12．0－18．8

17．9－19．1

12．1r17．0

18．0－19．0

11，6－15．9

17．6－19。1

15。6－18．8

18。9－19．1

Mar．ノ48＊2

6．6－11．5

17，6－18．6

　7．9－10．5
☆17。9－18．6

7．5－10．7

17．6－18，4

8．6－10．4

17．8r18．4

through　the
year

6．6－11，5

17，6－18，6

　10，7－26．4
☆15，3＿19．1

7。5－26．4

17．5－19．0

13，9－26．4

18，7－19．2

11．6－25．7

17．6－19．0

11。3－26．4

17．6－19．3

8，3－18．8

18．0－19．2

8．1－19。4

18，3－19．2

8，6－26．4

17．8－19．2

8．1－26．4

18。8r19．1

11．0－19．4

18。5－19．2

8。1－26．4

18．7－19．3

11，9－26，1

17、9－19，2

12．1－26．4

18．0－19，1

11．6－17．4

17，6－19．1

15，6－18。8

18．9－19．1

＊1：0nlyst，24＆26

＊2　＝　st．　1－26

☆：includeintermediateformbetweeno。＆π．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一362一



　9月：黒潮勢力の低下と共に外洋部の塩素量は5月よ

り約0．5％下り，上層部は＜19％となるが，L・Cも全

点に出る．st．10（＜17，5％）にA（9頭θ躍？）が出る

が，此処は前記調査の結果では外洋水の影響が直接湾内

に侵入する径路に当っている．、

　12月＝塩素量は全般に5，9月の中間値を示す、L・C

は全点に及び郷漉砿が圧倒的に多い。Cでは吻吻枷β

が内湾北部を除く全域に出現し，SB9魏σ以外の2gen・

3spp．が見られる。Aでは6頭σ如が内湾南西部のst。

15（く17．4％）に出るがこの海域も水道以北に侵入した

外洋水の分派の影響を受げる処で9月の例と併せて本種

は高塩分水の影響を指標するものと考えられる。Bは

5，9月に比べてかなり北部まで出現し湾央部で10房程

度の比率を示す。主として加4σガである．

　3月：水温は年間のヌnin。，塩素量はmax，を示す．

外洋部は採集してないが内湾北部で8。C，17．5～18％，

南部で9～11。C，18～18．5％・でσ郷s脇が圧倒的に・多く

組成の大部分を占める，南部では㈱肋∫．との中間型も

見られる．Aは出現せずBは加吻ガ，Cは甥吻珈βの

みで他の月の同海域と比べると軍・数共に少ない・

　第2表に出現した際の水温・塩素量の範囲を示す＊3・

　5）深度分布　　9月の調査で最深部のst。29で

0～41m，41～82m，68～136m，120～240m，170～254m

　　　　　　　　　　第3表：

28

24

ρ20

睾
↑11

9
、

。5

　09

・▽7

●23

・69

046

●115

　　　CL／8．8　　1B．9　19．0　　て9，1
　　　　　　　　　　　　％σ

第4図：T－Sdiagramatst，29（mouth
　　of　T6kyδBay），1947Sept、13．

numbers玉n館uredenotethedepthofwater（m）

　＊3本表及以下同様の場合の水温・塩素量は出現測点
におけるそれぞれの上・下限を出現種の棲息深度を考慮

して綜合したものであるが，水温・塩素量が垂直的に大

きな差をもつ場合には棲息水塊のそれ等の上・下限より

やや巾広になっていることもあり得る。

Vertical　distribution　of　Chaetognaths　in　TδkyδBay

　　　　at　st．，29，Sept、13，1947

depth　of　net　hauling

　　　（m．）

s．o鰯ssσf．郷薩漉召錫sJ3

s，甥魏」別σ

S，％gJ8σ如
S．形9名惚ガs
s，吻oゆ∫¢πs

K¢oh鋸」甜α3κわ距あs

　？　　　（type　C）

S．カz4σhz冨

3。擁クκ％o如忽

S。εε7粥麗04召π加加

S．わθ40語

3．塑δκs如

？　　（type　B）

s¢％卿臨
S．ho∬βρま6名α

s砂飾
？　　（type　A）

？

Total

Numbers／m3

翅of　each　types　of　corona，

　　レC　　鬼
　　　　C　　％
　　　　B　　％
　　　A　　％

0－41

14

1
1

5
6

1
2
1
1

6
1

1

5
45

6

31
29
15
25

41－82

2

1

1

2

1

7
0，5

0
50
33
17

68－136

5
1

2

8
0．3

0
0
75
25

120－240

8
2
2

5
18

0．3

　0

　0

100
　0

170二254

1

1

1

1

4
0，04

0
50

0
50
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の各層採集を行い，第3表の如き結果を得た，m3当り

の個体数は＜40mが多く，＜200mで10分の1に，

以深では更に10分の1に減ずる．第4図に　S－T

diagramを示す。表層特に＜10mは高温低塩で明か

にそれ以深の層と区別しうるが，これは湾内の低塩分水

の混合を示すものと思われる。L・Cは＜40mにのみ

郷最漉．の未熟個体がみられるが，湾内よりの低塩分水を

指標するものと考えられよう．Cでは吻oゆ漉3のみ

が深層（＜10。C）に出るが他は＜80mである，Bでは

餌Zσh郷，ゐゆκ郷ゴσ脇が深層に，他は上・中層でAでは

6頭β伽は表層に多く他は深層まで出現する．

　6）日変化　1947年11月19～22日に金谷沖（st．

24）浦賀沖（st，26）の2点で各一昼夜観測を実施した．

st．24では各層同じ水塊で（16～18。C，18．5～18．8％），

南北流が交替するが北流の方が持続時間・流速が大であ

る，st．26では0～10m層の表層水（15～16。C，18．1～

18。5％）と35m層の底層水（16～17。C，18，3～18．9％）

の両者に別れ20m層はこの中間である。底層水はst．

24の水塊と同じである．流向は南流が多く流速は北流は

底層が，南流は表層が大きい．即浦賀一金谷の水道部横

断線での水塊流動を考えると，千葉県側では外洋部から

の高塩分水が上下層一様に北進し内湾部を廻って低塩分

水と混合した水塊が神奈川県側の上層より流出する．神

奈川県側も底層には高塩分水の侵入が見られる．但しこ

の成層は流向逆転時にはくずれて上下層共一様となる．

　plankton量は⑳，⑪共千葉県側に多い．st．24では

3∬g鷹σの海水1m3当りの個体数の増減は底層水の塩

素量（従って大体全層の塩素量）の増減と逆相関を示す

が，Pこれは外洋部によりもやや低塩分（18．6～18、7％）

水塊内に翻g観αが多くかつ後述する様にL・Cがこれ

に加わるためと思われる．st．26では個体数はst。24の

半分以下であるが底層水の堆素量と正相関を示す．

　各型につき比較するとL・Cはst，26に多く他の3型

はst，24に多い．両st．共L・ρは殆んど郷∫肋歪．であ

る、総数に対するL3Cの比率の各回車均はst，26で

44％，st・24で，21％となる・両st・共表層水の塩素量

の変化とL・Cの％の変化は僅かながら逆相関を示し低

塩分水の消長との関係が認められる・Cは余り出現せず

A，Bは大体両st．共同様な変化をするが塩素量との相

関は明瞭でない．

　s声。26はst。24に比し各回の出現個体数は少ないが大

体」定しておりかつL・Cの比率も50彦前後である．

st．24では個体数，L・C％の変化は烈しい．出現頻度

の多い％磁砿，加4痂，朋ガ厩6の3種につき各種の各

回における個体数をみるとst．24では明かに郷∫肋歪．と

664．＋ε頭は逆比例するがst．26ではかかる現象は余り

明かでない．これはst．26は異水塊が混合し両水塊中の

L6C及び他の型が混在するためと思われる．海況より

みるとst．26の方がいわゆる内湾性が強いと思われる

が㈱勧歪．の出現状況もこの事実とよく一致し，本種が

低塩分水の指標種たり得ることが考えられる．

　7）体長分布　　採集物の一部につき体長　（五）を測

定した．

　郷∫勧∫．：5月は5～9mmでpeakは8mm，全測点

を通じ同様な体長で12月は2～10mmでpeakは3及び

5mm，内湾部では千葉県側の方が大きくpe昨のmax・
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第　5図：Samp工ing　stations　in　Kaida耳ay，1950～〆51．（10cation　of　the　Bay：cf，Fig．11）
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は水道部に出る。

　o名雛5躍33月10～14mm。

　擁痂卿α：5月7～9mm，12月2～10mmで内湾部は

3～5mmが，外洋部は7～8mmが多い．3月10mm
がpeak．

　加40ゴ」＝5月外洋部は大型で6～17mm，peakは10

mm，水道部は6～13mm，peakは8mm，12月は5月

より1大きく外洋部4～20mm水道部10mm．

　θ％弼鋸σ：5月11～12mm，12月4～18mmで大型個

体が多い．低塩分水中に出るものは小さい．

3．海　田　湾

第6図：Seasonalchangesofwatertemperatures
　　and　chlorinities　at3stations　in　Kai（la　Bay，

　　　　　　　July　1950～June　！51。

（Showingtherangebet“アeelluPPerandlowerl正m【tsatevery
statio11）

　　　　　　　　　、va亡er　士e～ηper況ture　OC

　　　　x一…・…・一×　　chlori11五ty錫

　　　　　　　　　　　　　温・塩素量を示す。

　　　　　　　　　　　　　　本湾の流動は西及南方より広島湾の水が流出入する

　1）　1950～〆51年に内水研海況科で行った海田湾調

査＊4の際の採集物による．第5図に採集点を，App，一2

に出現状況を示す．ノ51年6月より毎月下旬に1回ずつ

’52年6月まで，使用netは⑯．第6図に各測点の水

＊4　内海区水産研究所資料：海田湾海洋調査の部参照

が，金輪島東方の水道は水深大でここが主要出入径路ど

なる．湾外西部に太田川，湾央北部に猿猴川，東部に瀬

野川が流入する．下げ潮時にはstユ，8の表層は著しく

塩素量が低下する．st。9は湾最奥の停滞区域にあり潮

相による塩素量変化は著しくない．透明度はsし8が最

低で3～5m，st．1が6m前後である。塩素量は東京

湾の内湾中央部のものに匹適する・面積はタツガ鼻一金

輪島一宇品島以北で12km2．

　2）　数量及び種類　　1m3当りの個体数は全年全st。

平均70で各st，毎の平均はst，1・58，st．8・74，st，9・99

となり湾奥程多い．全st，各月平均では12月がmax・で

160，8月が第2のmax，で100，5月はmin．で3．春

少く夏～冬に多い．

　種類は鰯勉¢．，8％弼8惣の2種のみで前者は周年見ら

れるが後者は9～1月にのみ現われ10，11月に成熟個
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第8図：SamplingメtationsinKasaokaBay，1952～〆53。

　　　　　（location　of　the　Bay：cf，Fig．11）

体がみられる。s亡，8には％6諺砿の成熟個体が殆んど現

われなかった．出現の水温・塩素量範囲は、以＿．＿．

　鰯緬，8，5～25．5。C，151，1～18．4％・

　6雌4如8．2～25、2。C，15．1～17，9％

　全採集個体につき，体長（Z）及び生殖腺熟度の測定

を行った．第7図に．3st．合計の結果を示す．11月の

惚そ砿の未熟個体にはLσσ拶卿4吻（Ciliata）の寄生し

ている個体が多かった。

　4，・笠岡湾

　1）　1952～153年内水研海況科で行った笠岡湾調査（村

上1954）及び1953年9月京大動物学教室が行った古江

沖桝網昼夜観測の際の採集物による．

　第8図に採集点を示す．App．一3に出現状況を示す．

使用netはノ52年5，7月は⑳，ノ53年9月は⑪のみ

を，他は両者を併用し水深が極めて小さいときは表面水

平曳を行った．湾内部の面積は50km2、

　2）個体数　　夏多く冬少ない．採集地点の水深及び

透明度と個体数との間には一定の関係がみられ漁が一般

に湾東部に少なく湾口・湾西部に多い．1，3月の場合⑭

net採集planktonの排水量が多い測点では甜g漉σの

個体数が少なかった，

　3）　種類及び海況との関係　　膨卿如，卿gZ召σ物

o錫ssσ，o，f。郷∫肋∫。の4spp。郷2肋∫．は周年全域に出現

するが3月は高温の湾外部に限られる．σ昭3脇は1月に

小型個体が現われ初め，同時に照肋∫．との中間型もみら

れる。3月は殆んど総てがo鵤s脇である．銘θ9弛σ如は．

5月1，　7月8個体がいずれも高塩分海域に出た．

θ頑雄σは7月湾口部の上げ潮時（23．2～26．0。C，16，3～

17．0％）に1，9月湾央部（25．8～26．5。C，16，8～16・9％）

に2，湾口部（25、6～26．1。C，16，7～16。8％）に　1，11

月横島水道北口（15．9～16．20C，17．2％）に1のそれぞ

れ未熟個体が，3月湾外水島灘（9。4～9，6QC，17．6～

18，1％）に成熟個体が1個出た，湾内で採集されたとき

の水塊はいずれも外部から侵入したもので特に11月の

場合の採集地点は湾の最奥部であるが潮相は満潮前40

分で南東流の最強時に当り，上げ潮中期に湾口部を北流

した水塊が横島水道を全層にわたり南下していた時に当

る．即θ雌α如が外部から侵入する高温分水塊を指標す

る例と考えられよう・

　各種の出現した水温・塩素量の範囲は次の如し．

　　㈱鰯6鯉5　　　　9～28。C，16、0～18．2％

　　σ期3s灰中間型を含む）　4．5～10。C17。5～18．2％

　　ε齪伽　　　　　　9～27。C　16．7～18．2％

　　卿9！8吻　　　　　17～27。C16．5～17．7％

　4）体長組成　　第9図に⑭net採集の㈱肋彦．，

σ7郷詔，中間型（0鰯S脇に含める）の月別の体長組成を

示す．％」履．のpeakは5，7，9月にそれぞれ2，3，4mm

と順次増し以後3，2～3mmと減少する．大型個体は

5～9月に次第に長大となり　11月に一旦殆んど消え1

月にはmax，の10mmが現われる。5月に第1回，9

月第2回，冬期第3回の産卵盛期がみられる．成熟下限

体長は夏小冬大である．σ翅s詔は1月は中間型が80％

一367一
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　　　頁et　in　Kasaoka　Bay，at　the　stations　given　below、

Date

24～25
May
1952

25～26
July
1952

Station

A，B

D，E，F，G

Time
h．m．

140G
OOO
600

1930
130
330

Individuals

48
13
48

104
65
218
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を占め余り長大な個体は現われないが3月は中間型が殆

んどなくpeakもはるかに長大部に移り12～13mmと

なる，湾内低温低塩分海域のものは湾外のものより大型

であった．

　θκガσ如は7，9，11，3月にそれぞれ体長4，3，5，7mm

のいずれも未熟個体が，彫g彦6σ如は5，7月に6，4～7

mmの成体が現われた。

　5）　日変化

　（i）1952年5月24～25日st，A，B14時（下潮

中期），0時（満潮），6時（干潮），7月25～26日st。

D．E．F．G19時半（干潮），1時半（満潮），3時半（下

潮初期），st．A．D。Gは沿岸で低塩分水を混ずるが他は

外部からの侵入水塊の主要通路に当っている．

　紹g1θσ如がst．B・D・E．Fで塩素量の大きい時現われ

た以外は総て郷晒漉．である．郷薙碗．は満潮時の高塩分

水塊中のものには小型個体が多い。

　（ii）1953年9月5～6日古江沖距岸30σmの椀網の

附近（水深1～3，5m）で2～3時間おぎに9回，水深

＜2mなら底から，＞2mの場合は底から1m上方から

表面まで垂直に採集した．湾内の低塩分水（25～27。C，

＜16，、2％）と外部からの水塊（＞16、3％）が交替する．出現

種は郷猛砿のみ，体長は3。5～8mm，peakは6mmで潮

相による個体数，体長組成の変化は認められない．1952

年9月の⑭採集は湾口，湾央，湾西部で行われているが

出現種，体長組成共に今回のものとよく一致していた．

　（Hi）　光との関係．上記の如く海況との関係は余り明

瞭に認められなかったが，明暗との関係はかなり判然と

している．Russel1（1933b）はPlymouth沖で春～夏

に体長7～8mm以上の¢」θg硯s，s650跡の垂直分布を

調査し，春は日中表層の20k。m．c．よりやや低い照度

の処にいるが大型個体は更に暗処を求めて深層に行き，

曇天の日は晴天の日より表層近くにおり，夏は晴天の日

20k，m．c．　以上の処にもいるが曇天の日は光に無頓著

で垂直分布の偏りが少ないこと，及びタ暮には表面まで

浮んでくるが，夜間の垂直分布は前日の分布状況により

種々の型をとることを報じている．笠岡湾では5，7月

の場合海水1m3当りの個体数は（i）に書いた時刻順に．

87，33，130，258，72，425となり両月共深夜が最少で明方

が最大となる．各回の体長組成を示すと第10図の如くに

なる．夜間はpeakが長大部に出，昼間は短小個体が多

い，9月は日没直後に個体数が最大で日中は皆無または

極く少ない．薄明・夜間に長大個体が多い．郷伽吻鋸

についても夏期浅処においては一般に日中は光を避けて

深処に移動するものと考えられ，特に大型個体はこの傾

向が強くて光に対し鋭敏であることが認められた＊5，

　5．備後・安芸・伊予灘

　1）第5～12回瀬戸内海連絡海洋調査（1951年6月～

’53年3月）で内水研調査船内海丸による採集物・（各年

共3，6，9，12月上旬）（内水研1952，ノ53）〆52年3月は

伊予灘・広島湾のみ．使用netは⑭・第11図に採集

点を，App・一4に出現状況を示す・

　＊5最近の調査でst．A附近で夏期日射の強い時はあ

じ藻場の内にひそんでいるものが多いことが認められ
た．‘π溺θ及びπθ衆砺．の垂直分布については後報（皿）

で述べる．
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第11図：SamplingstationsinthecentralandwestemSeto－lnland』Sβa，1951～’53』
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第　12　図：Size　　（1istributions　　（％）　　of

S．o．f．㈱肋吻s4sanda吻牙θ渉αsampled

by⑪net　in　the　central　and　westem

Seto－lnlan（1－Sea，June　1951～Mar．ノ53，

（　）：number　of　individuals　observed；hatch”

　　ings　denote　maturted　bodyl％躍肋ム
　　includeinter皿ediatefor皿tOcγαssα

　2）　数量及種類　　月別全st。の1m3当りの個体数

平均値はノ51年よりノ52年が多く季節的には9，12，3，6

月の順に多い．A：伽ガα2βB：加40オJC：卿初吻σ，

46σ」切oπs，L・C：照猛β66％3おの5spp．

　3）各種の出現状況　　両年共各月別に全st・を平均

して得た総個体数に対する種別個体数の比率はよく一致

している．第12図に郷腋砿及び佛吻如の体長組成

を示す．

　（i）％」履o俗’5常に出現，比率は12月のみ60％

で他は90％，海域別には広島湾99％，備後灘88％，安

芸灘87％，伊予灘75％となり塩素量と逆相関を示す．

3，6，9，12月の順に大型個体が現れる，Pierce（1951）の

stage　Iをimmatureとし皿，皿　をmatureとして

matureの比率をみると3月90疹，6月】70～80％，12

月50～60％，9月40～50％となる．（使用netが⑭で

あるから＜2mmは採集不能）沿岸海域では3月に

中聞型の内のπs詔に近いものが，6月に郷糀砿に

近いものがみられたが純粋の群43頒はなかった・

　（ii）46σ」〆6κ3／53年3月伊予灘北部の1測点に

2個体．

　（iii）　卿∫短卿α3月以外に出現。豊後水道・伊予

灘に多い．門（1953）によれば’51年8月，’52年

1月に同海域に出現している．52年1月伊予灘に

出現した際の水温は12。C（内水研1952）で本調査

では3月の水温は＜12。Cで本種は出現していない

からこの海域での出現限界は約12。Cと思われ、る・

　（iv）　加40擁伊予灘に多く大部分成体（7，5～14、

O　mm）出現は季節に無関係、

　（v）ε％弼β加9，12月のみ（3月は例外的に伊予

灘に2幼体）広島湾以外の各海域に現われるが伊予

灘が最も多い．9月は12月より体長のmax。及び

modeが大きい．

　各種類の出現した際の水温，塩素量範囲は下の如

し．

　　郷惚伽．　　9．2～27．5GC　15．9～18．9％σ

中間型

θ頑碗β

わθ40ガ

卿初枷召

磁σ顔θ郷

9．2～11，8。C

11。0～27．5。C

10，5～27，5。C

13．6～27．5。C

　　11。C

§3．論　　議

17．3～18．9％

17．3～18．9％

17．4～18，7％

17．3～18．8％

　18．7％

　　．7。体長組成＊6よリ見たる各種の生態

　　　1）σ翅s詔　既述の如く純粋のもの（Collarette

　　が体側全面に分布する）は東京湾・笠岡湾の1，3

　　月のみに現われ，中問型（Co11aretteの分布範囲は

　　体側全面ではないが頸部のみでもなくかつ体長も純

　　％σ蔽碗，より大となる）は瀬戸内海中西部3，6月，

東京湾12月，海田湾1月，笠岡湾1，3月等に現われ

る．而して中問型には㈱肋ぎ・に近いもの，0駕S錫に近

いものの各段階があり，時岡（1940a）も示す如く

Collaretteの分布範囲・体長につき完全に両者は連続し

ているが，概して晩春に出るものは％磁砿に近く初冬

に出るものは0駕S錫に近い・純σ錫S脇の出現は門

（1953，1954），時岡（1939b）も含めて本邦黒潮流域の内

湾内海においては1～3月に限られる・

　2）郷∫肋∫伽sお　出現数量は夏期多く冬期少ない・各

海区毎に一年を通じ海水1m3当りの出現個体数をみる

と東京湾・瀬戸内海は笠岡湾・海田湾の10分の1程度の

　＊6東京湾・瀬戸内海は⑪net，海田湾。笠岡湾は⑭
netの採集物により体長分布図を作ったから，§2，2）

に示した如く特に採集物の下限に注意してdataを扱っ
た．
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数量となり低塩分の沿岸海域に密集して出現する・内湾

海域における生活史を推定すると4～5月に産卵後の死

亡（一般にChaetognathaは産卵後間もなく死亡する

と考えられている）と活動期に入った稚魚による捕喰の

ために一．艮stockが減少するが5～6月頃（17～19。C）

に第1回産卵盛期があり豊富なmicro　planktonを餌

料として大増殖し夏季は数量が年間のmax、となる。9

～10月（20。C前後）に第2回の産卵盛期があるがこの

頃はまたmicro　plankton量の年間の第2のmax．に

当る．12月まで増殖をつづけ1月に入ると長大個体

（中間型）が出現する．

　門（1954）はo郷脇と　％磁砿は季節的多形で前者

は冬型，後者は夏型であるとしているが，本調査でも純

0昭S脇が冬期水温低下の著しい東京湾・笠岡湾にのみ

現れ他の海域では中間型が出現しかつ中間型も含めて体

長のmax。及び成体々長のmin，が冬大夏小であった等

の点から考えると門の主張する「冬期は低温の為生殖腺

の成熟が抑えられて大型のσ錫SSθとなり，夏期は体長

が小さい間に成熟してπ6∫肋∫．となる」という仮説は少

くとも冬期水温低下の著しい海域にあっては成立する如

くに思える．この点に関しては冒頭に述べた如く目下笠

岡湾において詳しく調査中である。

　郷猛砿0駕S謁，が季節的多形であるという仮定に立て

ば純σ錫3詔も中間型も共に1月に第3回の産卵盛期が

ありこの盛期は3月まで続く．

　3）　θガ1耐6第4表に既往の記録も含めて本邦太平洋

黒潮流域における出現状況の一覧を示す．出現した際の

水温・塩素量の下限はそれぞれ70C，16，5％である。

1月は幼体のみ，2，3月は高水温の灘部にのみ出現．4月

は出現の記録がなく夏期は高塩分海域に多い．9月にな

ると灘部には大型個体が，内湾の低塩分海域には幼体が

現われる．10，11月は内湾部においても次第に大型個体

がふえかつ出現数量も増加し12月にはむしろ内湾部の

方が大型個体が多い、即ち9～12月が増殖盛期で4月

がstockの大減少期と考えられる．本種は元来高塩分

海域に出現するものであるが，別吻吻β，加40ガに比べ

れば遥かに低塩分海域にも出現する．

　4）加4022門（1953）のdataと併せて考えると，内海

東部・伊予灘・豊後水道に．出現するが冬期は豊後水道に，

1個体が現われたのみ，一般に出現個体数は1測点数個

程度であるが，151年8月には豊後水道の1測点で20～
ら0

　0個体が出現している．夏期大型個体が多い傾向があ

る．本種は夏期高塩分海域に相当量現われるが冬に向っ

て減少し極く少数が稀に低塩分海域に出る他は夏以上の

高塩分の海域のみに出現し3月には余り出現しない，

ある，海況は笠岡湾では冬期塩素量のmaX．Pは＜18．0

％で高塩素量の持続期間も短く夏期は＜17．0％，水温

は海田湾より夏高冬低で年間のmin，が約4。C低く明

かに海田湾よりいわゆる内湾性が強い．出現状況を比較

すると下の如くなる．

項 目

全年1測点平均個体
数　　　　no，／m3

5～7月　％θgJθσ珈

9月

％薙廊．

伽物珈

郷猛躍，体長のmax。

11月総出現個体数

θ頑召物

1月　　　6雌β脇

　　　　　σ■αss6轟

3月（海田湾は2月
末）

　　　　6蜴6まθ

笠　岡　湾

⑭100
出　現

個体数年間の

max．
出　現

9mm
多し

極く僅か

出現せず

出　現

σ塑∬βが圧倒
的

出　現

海　田　湾

⑭70

出現せず

非常に少ない

出　現

7mm
多　し

総数の＞50彩
を占める

出　現

出現せず

％薦漉．のみ

出現せず

2．各海域における出現状況の比較

1）　海田湾と笠岡湾　　笠岡湾は面積が海田湾の4倍

　低塩分海域で低水温期にのみ出現する0錫S謁が海田

湾には出現せず，高水温性の6姻θ赫は冬期笠岡湾に出

現しない．彫gZ60物は海田湾に出現しないが，本種は

東京湾外洋部には5，9月に現われ瀬戸内海では同様な

生態をもつと思われる駕9麗14嬬が夏期紀伊水道に現わ

れている（門1953）・笠岡湾で％g160如が出現した際

の塩素量は同時期の海田湾のそれに比べて0．5％程低

く，また一般に海田湾では笠岡湾に比べて夏期の水温・

塩素量が低くないにも拘らず％θg1θσ脇のような高温高

塩分1生種が海田湾に現われぬ原因は単に水温・塩素量か

らでは説明でき’ない．一方両湾に対する外洋部の影響の

形式を考えると笠岡湾は直接備後灘に接しているのに比

べて海田湾は広島湾を経て安芸灘に連らなっている．笠

岡湾の方が外洋部との関係がより直接的であるために外

洋性の本種が湾内に入りこむ機会が多いものと考えられ

る，

　2）　海田湾と東京湾　　海田湾と同等の塩素量の海域

は東京湾では内湾々央部に当るので東京湾のst．5～14

の出現状況を海田湾のそれと比較する．個体数は5月の

み東京湾22に対し海田湾3であるが9月4：80，12月

3G二145，3月38二130，全年平均26＝70で海田湾の方

が多い．種類数は東京湾が遥かに多い，θπガθ招の出現

は双方9～12月のみ．

　3）　東京湾と笠岡湾　　笠岡湾は東京湾全域面積の33

分の1，浦賀水道以北の24分の1で東京湾が直接黒潮

流域に接するのに反し瀬戸内海中央部にあって間接的に

黒潮の影響を受ける等両湾の環境は大いに異っている．
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透明度・水温・塩素量につき比較すると綜合的にみて笠

岡湾々内部は東京湾内西半部に，湾外部は浦賀水道部に

匹適する．一般に笠岡湾の水温が高い。出現状況を匹適

．する海域・季節につき比較すると下の如くなる。

項 目

周年平均出現数
（湾内）

三月湾外，水道部

出現種，湾内

　　湾外，水道部

伽ノ数如　出現塩素
量下限

光との関係

笠　岡　湾

⑭110⑭33

⑭40⑭18
郷猜漉．，σ翅ssα，

eπ弼o加，％6gJεσztσ

那才．，σ．，6．

16。7％

透明度＜2mに
は少数の小型個
体。

隊京湾
⑪16

⑪10
％漉。，σ．，o．，卿魏観α

他にB型3spp。
及勉0肋鉱躍

郷」，，o．，卿」〃．

　　　　加40訪

17．9％

＜3mには殆んど
出現せず．

　即笠岡湾は量が多いが種類は少くB型は全然出現しな

い．

　海田湾・笠岡湾のような内海奥部にある純内湾性の小

海域は，東京湾々奥部の如く直接外洋に接する海湾の一

部をなして外洋の影響を強く受ける海域に比し沿岸性種

の増殖には遥かに好適な環境であるが，外洋性種の出現

はθ蝦θ脇以外は殆んどないことがわかる、

　4）瀬戸内海と東京湾　　今回の瀬戸内海中西部の

dataでは出現種は1gen。5spp，であるが既述笠岡湾で

σ錫ssσ，πθ9～θo脇が出，門　（1953）は81月豊後水道で

拷θ70錫g漉σ4塀oo，グo伽s伽，紀伊水道で泥g御如漉を，・

時岡は晩夏田辺湾で吻」3σα如（1939），2月瀬戸実験所附

近海岸でhe鰯躍6郷，砂郷，みゆ翅σ如躍，56甥鷹o磁盆9招

鋼o玩弼（3．翻σ魏Joσf，卵昭40s97擁o．を含む），S伽4雄4

0砂hαJoが6紹，勧o肋魏σ加σ醇昭を報告している（1954
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第13図：The　ranges　of　water　temperature（W．T．。C）and　chlorinity（C1％）

　in　whicヒ6spP．of　Sβg露オ40ccuz’red玉n4sea　regions　observed，1947～ノ53．

　　　　　　　　　　include　the　results　fronユ　Kado　（1953）
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11戸力θ％4∫ガ　　1。 The　numbers　of　Chaetognaths　sampled　in

Station

Date　May1947＊1

s．σ名口s36孟f．り3σ」たσ蛋o郷∫3

S．吻」％ゴ”¢6蓄

S。％θ9」66渉8

S．〆oみ膨sオα

51．ρ％」σh名冴

S．δε40オゴ

S。bJρ％銘σ∫β≠6

3．h6劣σρ≠62甥

3．加腐
s，ε％ゾ～αオα

typeC
璽ypeB，

typeA
　？
Tota1（inclued　unidentifie（1）

Date　Sept．’47＊2

type　L・C疹

〃　　C　〃
〃　　B　〃
〃　　A　〃

〃　？　〃
Total　numbers

Date　Dec．〆47

S。o名63s召

S．o．f．郷言肋歪θ勉s彦s
S．卿歪弼∫卿σ

S。7召9呂4α短s

P≠o〆03召gJ’按4弼σo
K名oh初ガ6召5κゐ渉歪露s

K。勿痂昭
S．御肱s如

3．カz40hγ8

3．6640あ
S．sθ名腐渉042／2≠αまθ

s．池καメ》診θ猶畠

s，θ箆ガα如

type　C
〃　　B

Total
？

Date　Mar．ノ48

3，0名腐536冨

S。σ．f．郷魏吻魎s
3．卿彦π∫”2σ

3。わθ40擁

type　C
　〃　B
　g
T6taI

1　　2 3　　4　　5

13　　〃

1　　3

2

3　　3

〃　　　〃　　　〃

15

7　　31　118

8　　〃

100

3　　0

〃　　9　　〃

100　　100　　　80

20

3　　1　　5

4　　〃

13　　2

2
15　　2

〃　　　〃　　　〃

1　　34　　30

1

1

　　　3

1　　39　　30

12 〃 〃　　　〃　　　〃

36　102
1

　　　2
0　　39

1

79　　87

8

2

　1　　10　　1
104　　97　　90

6　　7　　8　　9　　10

〃　　〃　　〃　　14　　〃

7

1

4　　29

33　　　58　　　88　　　34　　　123

〃　　〃　　〃　　10　　〃

100　　100　　100　　100　　　88

　　　　　　　　　　　　　6
　　　　　　　　　　　　　6
17　　2　　4　　2　　17

〃　　〃　　〃　　5　　〃

122　　　　80　　　　5　　　　10　　　　16

　　　　9　　7　　　　　16

1
1　　1　　1

2

　1　　17　　7　　1　　26
123　　　106　　　　21　　　　12　　　　61

〃　　　〃 〃　　16　　〃

190　　　　69　　　　12　　　　78　　　118

　4　　　　　　　　　　　3
　1　　1　　1

1　　2 10

　1　　2　　2　　　　　1
196　　　73　　　20　　　78　　　132
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T6kyδBay，1947一！48．haulingl　net：⑪

11　　　12　　　13　　　14　　　15

〃〃〃〃15
14　　12

1

27　　　29　　　75　　　42　　　23

〃〃〃911
100　　　97　　100　　100　　　96

　3　　410　　　33　　　28　　　　6　　　30

〃〃〃〃6
56　　146　　146　　　　　　　12

11

1

　　　　1　1

17156
84　　162　　152　　　　0　　　14

〃〃〃〃17
　　316　　104　　　64

　　2829
　　　　1
　　84　　　　1　　　20348＊345＊3326132　98

16　　　17　　　18　　　19　　　20

〃　〃　〃　〃　〃

1　 3164
　　　　1

4　5

ラ141419　31

〃　〃　〃　〃　〃

100100100100100

925272
〃〃56〃
75　　　79　　　40　　　68　　139

　1223
3
　2

　　　　2

　1　2178　　　83　　　42　　　72　　145

〃　〃　〃　〃　〃

1675350
　71

　　　516　　　82　　　　4　　　55　　　37＊3

21　　22　　23　　24　　25

〃〃〃16〃
11123　1
　5　　3
　　22　5147　　　1

121
　7　　 2
12　　229　　　74　　128　　111

〃〃’〃12〃
70　　　90　　　73　　100　　　69

2067　15　47　1610　1351　　43　　31　　　6　　13

〃〃〃7〃
10　　　25　　　17　　　13　　　　8

　12　　1　　　　1
　　　　2　1
　　　11　1

　　　1　3
　1

　2　1
　　　　3
　310　　　48　　　17　　　16　　　35

〃　〃　〃

　341　619　6　1

　5238＊3　55　24

26　　27　　　28　　　29　　　30

〃〃〃〃17
9　25　1　　　1．1210
213・31、688447自7
　5　　1
　　　、1
　2　 112　　　1　　2　2
　　　　456　4105　203　　　82　　243　　248

〃〃〃13〃
8172　3838
　276245
　12　111519　　13　　　24　　　18　　　39

　1　19331　　88　　160　　45　　26

67〃“〃
　5
12　8　ド7　5　16

416951
　　326
　1　21　1
　　　1

131　1　20　　　44　　　17　　1王

　　11　2

　551533　　　　1　　　5

　88　1417　　69　　　78　　　53　　　84

〃

4

4
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　　　　　Station
Date　Nov，ノ47
Time

S，σ，f。郷薙6∫餌s歪s
S．π召91θo毎

S．窮歪勉卿β

S．769躍o煙3

ノζ¢oh露露オ05％δあ距3

κ，飾6玩σα

3．わ640あ
S．カ％’oh名腐

S，zoゐκs物
1
s
，
わ
ゆ 嬬σ躍脇
S．ωzプあ脇

s，砂翅

s．h8ズ曜）ま6雌

type　B
　g
ToモaI

24　　〃
19　　〃
11，00　　14．00

4

4
1
1

10

6

　〃

　〃
18，20

1

1

1

11
12

　〃　　　　〃

　〃　　　　〃

20，30　　　23，30

2　　　1

2　　2

　　　1

1　　1
7　　30

1

4　　2

　〃
20

02．30

　〃　　　　〃　　　　〃

　〃　　　　〃　　　　〃

C6，30　　　08，30　　　11．30

1　　15

13

1

13

14　　11

5
1
2

　　15
6　　4

5
1
8

2

　　　　　　　　　　3
58＊4　　　42　　　11　　　41

誓　1　1dellti£ed　only　a　part　of　saα1Ples　from　each　st2しtion．

莞　2　0bserved　peヒceatage　of　4types　of　Coron鼠Ci1五at駐only，　specie3

　・the　results　shown　here　are　O－41m　layer，s。

苦3　nQt　ident正Hed．

幹4 identl6ed。nlyap艮rt。fsample．

comPos琵ion　at　st．29is　indiGated　in　T＆ble　皿・，

遵ρかθπ4㍍一2。　Kaida　Bay，

Month　Year

Station

Day

Time

hauling　depth（m）

S，σ．f。％碗た6診召ns’3

s．ε箆舜α加

？

Tota1

June150

1

23

15。40

13

0

July／50

1　　8　　9

29　28　28

10．30　　19。20　　17．20

15　　6　　8

5　　9　　6

5　　6　　1

10　15　　7

Aug。ノ50

1　　8　　9

29　28　28

G9，40　　12．45　　14．20

13　　4　　9

41　　3　53

2　　4　19

43　　7　72

Sept．！50

1　　8　　9

28　28　28

11．30　　11。10　　12．00

15　10　10

48　23　　6

7

5

55　28　　6

Oct，ノ50

1　　8　　9

25　25　25

C9．50　　12．00　　12。40

17　12　　7

26　29　23

43　19　　6

1　　1

69　49　30

b）ので総計4gen．16spp．となり，東京湾では上記

の内磁Z記β如，助，σ砂h，＊7を欠きヵ躍oh鰯，K7．s％6躍お

が加わるのみで両海域のChaetog照thaの種の組成は

殆んど同一と見倣しうる。

　両海域の海洋学的性状を比較すると東京湾が湾口部の

純黒潮流域から湾奥沿岸海域までの変化が短距離内に行

われるのに比べ，瀬戸内海では中問に東京湾より広い多

数の灘部が存在してゆっくりと変化して行く．今後瀬戸

内海で外洋部も含めて全域にわたる各海域の出現，指標

種として有用な種類の生態の資料をえて内湾・内海の海

　＊7本種は東京湾調査で館山湾内で採泥器酒採集した
未発表の記録がある．

況の差をChaetognatha

て行きたいと考えている．

の生態的分布の面から説明し

　3，指標種としての使用

　1）各種類を単独に個々の場合について指標種として

用い得る例としては§2で述べた如く，郷」傭，は東京湾

5月，深度分布の各項で低塩分水塊に対し・日変化の項

で神奈川県側の方がいわゆる内湾性がより強いことに対

し，θ蝦α珈は東京湾9，12月，笠岡湾11月にそれぞ

れ外部より影響する高塩分水塊の指標種と考え得ること

を示した．また昭gτεc拡は笠岡湾7月の昼夜観測の際

湾西部の測点に干潮時に出現したがこの測点は湾西部の
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26　　〃　　〃
21　　〃　　〃
09。00　　12．00　　15．40

20　14　　6

3　　2　　2

　　1

2

2　26　　2
　　　　　3

5
1

2　　1

　　　1　　1
30　46　18

　〃　　　〃　　　〃　　　〃　　　〃

　〃　　〃　　22　　“　　“
18。00　　21，20　　00，20　　C3。00　　0，630

1　　4　11　　2　13

3

5　　2　　1
1　　1

2　　2　　1
1
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18　12　　7

25　36　21

34　50　37
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61　87　58

Dec，ノ50

1　　8　　9

19　19　19

15。10　　12。50　　12，25

15　11　　7

37　55　55

8　18　16
7

45　80　71

Jan，151

1　　8　　9

23　23　23

16．30　　11．50　　12．40

15　10　10

31　33　24

6　　1　　7

2

37　34　33

Feb．151

9

26

16，00

9

71

71

April／51

1　　8　　9

30　30　30

10．30　　13，30　　13．50

20　10　10

6　18　　6

3

6　21　　6

May／51

1　　8　　9

21　21　21

09．00　　12．30　　13．工0

17　10　　7

7

7　　0　　0

June151

1

21

8
21

〔）9．00　　　　14，50

15 9

18

18　　　0

低塩分海域にありながら干潮時に外部から来た高塩分水

塊が底層に存在する特性があり，　この時表層は15・2％

という低塩素量でありながら底層には外部からの侵入水

塊と全く同じ塩素量（16，8％）の水が存在した，％gJθ一

‘翔の出現はこの事実に対応するものと考えられる・但

し本種は出現頻度及形態的特性に乏しく指標種としての

実用価値は少ないと思われる・

　2）　2種または2海域以上の例を組合せたものとして

は次の如き例がある・碗弼8脇は笠岡湾では海田湾にお

けるような冬期の大量出現はみられず夏～秋に少数の幼

体が散発的に出るのみである。東京湾でも湾内部には幼

体が稀に出るのみで冬期は湾外高温部に多い。生態の項

で述べた如く本種は外洋性種の内でもかなり低塩分性で

かつ群の主体は低温を避けるものと思われる．従って沿

岸海域では出現頻度が少いが稀に意外な程の湾奥にまで

出現し外部の影響が湾奥部まで及んでいることを示す場

合がある．

　笠岡湾と湾田湾を比較した場合前者では冬期0郷詔

が，夏期％g16σ伽，θ塀8伽が出現しかつ周年を通じ

π磁漉．の増殖がより盛んであることは笠岡湾がより内

湾性が強いことに対応するのみならず，本章2ユ）で試

みた説明が証明されたとすれば内湾性の程度の強弱と

は別個に外洋部から受ける影響の直接・間接性をも指標

し得る可能性も考えられる・σ駕S謁と　¢πガ廊を組合

一377一
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せた場合，冬期海田湾にはσ錫S詔が出現せずして

召がα招が出現し笠岡湾はこの逆であるという事は海田

湾の冬期の高塩分性に対応するもので内湾海域において

は真珠養殖業等低温低塩分を嫌うものにあっては適海域

の判定のための一手段として利用しうるのではないかと

思う．％∫差砿は内湾海域では広範囲に周年出現するか

ら単独では個々の事例について以外は内湾の一般性状を

指標し得ないが低温低塩分海域にのみ出現する6錫S詔

と組合わせると笠岡湾の如き冬期水温の低下する内湾海

域では郷」看厩はやや高塩分の水塊の，σ弼S脇は低塩分

の水塊の指標種として使用し得よう．

　4．　各種類の出現Lた水温塩素量範囲

　第13図に門（1953）のdataも含めて調査諸海域にお

いて頻出した6spp．の各種類毎について出現した際の

水温・塩素量を綜合して示す・砺833αと駕gJ6σ伽及び

bθ60擁，伽翻卿oはそれぞれ低温低塩素量，高温高塩素

量，広温高塩素量の特徴的な範囲を占めるが％最砿，

4頭α加は広温広塩素量で範囲が広い．卿創θσ如が低塩

素量を占める場合は勿論沿岸海域に迷入した時のもので

あり，加40擁，吻初枷伽にはかかる場合がなく純外洋性種

であることがわかる．各種類を通じ一般に瀬戸内海に出

現した時の方が東京湾の時に比べて高温低塩素量であ

るが，これが単に実例が少ないためにdataに偏りが生

じたためか，両海域の海況の差によるのか，または更に

複雑な原因によるのかの究明は今後の資料の充実に侯つ

べきであると思う．

§4，結語及び要約

　以上標記各海域におけるplanktonic　Chaetognatha

の出現状況をのべ，既往のdataを併用して各spp．の

生態を考察し，併せてbiological　indicatorとしての使

、用を論じた．

　頭初本研究課題を与えられ以後終始御指導に与ってい

る内水研花岡資所長，分類・文献その他種々の点につき

・御懇篤な御教示を受けている京大瀬戸臨海実験所時岡隆

博士，sample採集に便宜を与えられた内海沿岸各水

試，協同研究を行った内水研永田樹三，村本千恵子，仁

科重巳各所員，sample整理に協力された山下繁子，長

原鈴子両嬢の各位に深謝する．

要　　約

　1，1947～〆53年にわたる東京湾及び瀬戸内海中西部

各海域におけるplanktonic　Chaetognathaの出現状況

をのべた。　（App．1～4）

　2・網目の大きさの異る2種のplanktonnetを使用

したが両者の採集物を比較した場合体長のmax，には差

がないが，min，に．は差があり群が小さかったりまたは

主として短小個体から成立つような場合には採集物の組

成は使用netにより変化する．（第1図）

　3・保存sampleでは尾鰭が損傷することが多いので

体長・尾部比率の測定には尾鰭を除く方が好ましい．体

長は従来のtotal　Iengthに比べて3～5％，尾部比率

は2～7彦減少する．　（第1表）

　4・短小個体程体長増加に伴う尾部の伸長度が少く・

尾部比率を体長に対しplottすると変化域，グラフの傾

斜がσ錫3詔と卿惚∫．の中間型のは両者の中間にくる．

　（第2図）

　5・個体数は低塩分の沿岸海域程多いが透明度が2～

3m以下の海域には少ない．

　6，種類は内湾では単調で沿岸性種の郷」如∫．，0翅s躍

に外洋性種の伽舜磁σ，卿gJ60伽が加わるに過ぎないが，

東京湾は種類が多く3gen．16spp．に及ぶ．瀬戸内海中

西部の各灘では1gen，5spp．に過ぎない。（App。1～4）

　7．　東京湾口の測点（水深＞3GO　m）で深度別採集を

行ったが，個体数は表層に最も多く底層は100分の1

程度にへる。種類により棲息深度に差がみられる。　（第

3表）

　8・夏期内湾浅処では郷∫差砿は日光の直射を避けて

深部に移動する。特に大型個体はこの傾向が強く光に対

して鋭敏である．

　9・既往のdataを併用して各種類の生態・生活史を

推定した．㈱履．と0π魏αが水温による多形であると

仮定すれば郷♂肋茗．は4～5月に極度に減少し，5，9，1

～3月にそれぞれ産卵盛期があり冬期水温低下の著しい

海域では0郷3梛となる．純粋の儲83飾が現われる期

間の前後及び降温の著しくない海域では種々の段階の中

問型が現われる．ε那α加は4月に減少し9～12月が増

殖盛期で元来は外洋性種であるが低塩分海域にも厘々出

現・加吻ガは夏期梢高塩分の海域に現われるが，冬に向

って更に高塩分海域に移り極く少数が低塩分海域に出現

する．　（第7，9，12図，第4表）

　1Q・各海域の出現状況を比較したが郷猛厩．，o郷s6

は調査海域中最も内湾性の強い笠岡湾で増殖が一番盛ん

であった・瀬戸内海各海域では既往のdataを含めると

出現種類は4gen．16spp，となり種の組成は東京湾と殆

んど一致する。

　1L　指標種として各種類を単独に用いると郷∫肋」．は

低塩分水塊を，伽吻珈，麗916σ如は内湾部に侵入した高

塩分水塊を指標し得，種類または事例を組合わせると

‘π魏α，駕9π6σ加，6頭0如の出現及び郷2肋彦．の増殖度

の強いことは笠岡湾が海田湾より内湾性の程度は強いが

外洋の影響をより直接的にうけることを，σ四5脇，伽弼磁θ

を組合わせて冬期内湾における降温の程度を，郷∫勉∫。，

σ粥S詔を組合わせて冬期の内湾海域における低高両塩分

の沿岸水塊をそれぞれ指標しうると考えられる．
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工2．各種類の出現した際の水温　塩素量の範囲を示

した．　（第2表，第13図）

SUMMARY

　Chaetognaths　are　reported　to　be　very　commonly

・distributed　in　almost　all　the　seas　in　the　world．

Some　spgcies　have　been　shown　to　be　an！ndicator

Iof　some　water　mass　or　sea－condition　by　virture　of

their　ecologiじal　characteristics　to　the　environment．

However，aroun（1Japan，but　a　few　species　have

been　auto一as　we11as　synecologically　studied　to

make　use　of　them　as　in（iicators．

　　Five　gen，，　thirty　one　spP．are　reporte（1to　occur

in　the　Indo－Pacific　region，（Tokioka，1952），of　which

，3gen．and16spp．were　identified　in　T6ky6－Bay

．an（1　1　gen．，5　spP。　in　Seto－lnland－Sea。　Inclusion

・of　the　previously　recorde（i　species　makes　4　gen．，

16spP。in　the　latter　fegion，　sim圭lar　to　the　compo一

：sition　in　T6ky6－Bay、Their　occurrence　is　closely

related　to　s（∫a　conditions　such　as　the　ranges　of

temperat皿e　and　chlorinity　of　water　mass　in　which

they　are　collected，and　S．θフzプ7σオ6ンS．o劣σ5sσ　and　S．

・6．f，卯漉差漉6πs歪s　etc，are　shown　to　be　possibly　good

indicators　in　these　regions．

　　Even　in　case　of　equal　ch工orin玩y量　Chaetognaths

．are　more　abundant　in　the　innermost　bay　in　Setor

Inlan（1－Sea　than　in　Tδky6－Bayンwhile　more　variety

of　species　is　observed　in　the　Iatter．　There　occur

more　animals　in　the　Iow　salinity　region　than　in　the

region　of　comparatively　high　temperature　and

℃hlorinity．Very　few　are　found　in　waters　of　Iow

transparency．

　　The　life　history　of・each　species　is　discussed

through　changes　of　its　size　composition．S，6彫α如

is　oceanic　species，found　in　the　Kuroshio　region，

south－western　waters　of　Japan（cf．Table　W），but

、also　distributed　in　the　littoral　regions．It　multiplies

greatly　during　September　to　December　and　disap－

pears　in　ApriL　S．σ。f。搬猛面6π5歪s　and　S．σ翅3sαare

as　important　species　of　the　neritic卿9160拓・group

around　JaPan　as　s6オ03αin　North　Sea．S，σ。f．％α歪焉α∫一

、6κ5」5disapPears　in　early　spring，in　which　consump－

tion　by　larval　fish　may　play　an　important　role，

且nd　has　two　main　breeding　seasons　in　Iate　spring

．and　early　summer，and　then　multiplies　greatly

during　winter．S，o翅33αoccurs　only　in　the　littora1

■egions　of　low　temperature　and　chlorinity，Outside

the　regiQns，the　intermediate　form　between　two

species　is　found　in　winter．　Con亡inuous　transforr

mation　is　supPosed　to　exist。　As　a　conclusion，

Cheatognatha　should　be　considere（1　to　be　a　good

indicator　of　the　sea－condition，provided　knowledge

of　distribution　　and　life　history　of　each　species

might　be　given　more　precisely　in　future。And

they　will　be　of　high　value　in　fisheries　research。
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